
 

 

旧 甲 州 街 道 （ 鶴 川 街 道 ～ 甲 州 街 道 分 岐 点 ）  

旧甲州街道の壁面２ｍセットバックについて  

 

 旧 甲 州 街 道 に つい ては ，中 心市 街地 街づ く り総 合計 画（ 平成 １２ 年３ 月）

の中 で，「 旧甲 州 街道 は ，京 王 線北 側市 街地 の 東西 方向 を 連 絡 し ，沿 道商 店

街へ の 買い 物等 の生 活 交通 の 中 心的 機 能を 担っ て い ま す。 この ため ， 安全

で快 適 な買 い物 がで き るよ う， 地区 計 画や 建築 協定 等 のま ちづ くり の ルー

ルを 定 め， 沿道 建 物 の セッ トバ ック を 誘導 する こと な どに より ，ゆ と りあ

る歩 行者 空 間の 確保 を図 り ます 。」と して い ます 。  

 今 後 ， 地 区 計 画等 の ルー ルを 定め る まで の間 ，中 心 市街 地の 回遊 性 を高

め， 旧 甲州 街道 の歩 行 空間 の確 保を 図 るた め， 市と し て下 記区 間に つ いて

は， 壁面 ２ ｍの 要望 を行 っ てい ます 。  

 

【 建 築 物 等 の 基 準】  

建 築 物 の 外 壁 若 しく は これ に 代 わる 柱 の面 から 旧甲 州 街道 の道 路境 界

線ま での 距 離は ，２ ．０ ｍ 以上 とし ，か つ ，歩 道状 空地 と する 。  

（ 敷 地 面 積 規模 等で 難 しい 場合 は， 敷 地地 盤面 から の 高さ が２ ．７ ｍ

以上 の高 さ の空 間確 保が で きる 場合 はこ の 限り でな い）  

 

【 考 え 方 】  

  地 区 計 画 等 の ル ー ル 決 めは 行っ て おり ませ ん が ， 旧甲 州街 道の 歩 行空

間 確 保は 市 とし て必 要と 考 えて いま す 。  

堅 固 な 建 築 物 が 建築 さ れて し ま うと ， 将来 的に 歩行 空 間確 保が 難し く

なる た め， ルー ル 決 め がさ れる まで の 間， 市 と して 各 地権 者へ 要請 す る

もの です 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 布 市 都 市 整 備 部都 市計 画 課  042-481-7402  


